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「かけはしJよ りやや長く、穂数は 「かけはし」よ り

やや少ない。草型はやや短稗、偏穂重型である。稗の

細人は 「かけはし」よ りやや太いやや太、禅質はやや

岡1で 、耐倒伏性は 「かけはしJに劣るが、「おしまこ

180」 にやや優る。短亡が極少程度生じ、ふ先色および

Fll色 は黄自であり、脱粒性は難 粒着密度は「かけは

しJ並のやや密である (表 1、 2)。

3 生 態 的 特 性

出徳期、成熟期は「かけはしJ並か ら2日 程度遅く、

寒冷地北部では早生に属する。収量 1■ は 「かけはし」

にやや劣るが 「おしまこ180」 に優る (表 2)。 障害型

而f冷 性は 穂ばらみ期が 「かけはしJ並の強で、開花

期は「かけは しJ並のやや弱である (表 3)。 いもち病

lrk抗 性の真性抵抗性遺伝子は′′2、 み′を保有すると推

定 され、圃場抵抗性は IA・ いもち、穂いもち共に極強で

ある (表 4)。 この高度ないもち病同場抵抗性は「北海

188号 Jに 出来し・、「お しまこ180」 を経て継代された

ものと考えられる。穂発芽性は「かけは じJよ り発芽

しにくいやや難である (表 5)。

4品 質 お よ び 食 味 特 性

移植時の in丈 は 「かけはじ」並であり 葉色は 「か

けは しJよ りやや淡い。本田の初期生育量は 「かけは   玄米千粒重は「かけはしJ Nl17で ある。玄米品質は「お

しJ並であり 最高分けつ期の葉色は 「かけはし」よ  しまこ180Jに優 り、「かけはしJ並かやや劣る。玄米

り淡い。稗長は「かけはし」よ り2cm程 度長く、穂長は  は通常やや自濁するが、低温登熟条件では自濁が少な

表 1 特 性 観 察 調 査 成 績

1 は じ め に

青森県では1999年 に育成 した低アミロース品種 「お

しまこ180Jが 下北地 IIIKを 中,心 に作付けされており、地

域産版品種 とブレン ドし、地域限定のオリジナルブレ

ン ド米 として販売されてきた。また、最近、県内の水

オ加工業界では、冷蔵・冷凍米飯などの加工適性に優

れている低アミロース米を積極的に利用する動きが見

られていた。 しかし、「お しまこ180Jは極早生で熟期

が早過ぎることや、耐冷性、梓質が不十分であること

などの問題があ り、早生品種で耐冷性が強 く栽培特性

が優れた低アミロース品種が要望されていた。

「ゆきのはなJ(旧 系統名 |「 ら、系 198号 J)は 、 199

5年 青森県農業試験場藤坂支場 (現 :青 森県農林総合研

究セ ンター藤坂稲作研究部)に おいて、「ふ系 180号 (お

しまこ180)Jを 母とし「かけは しJを 父として人工交

配 した後代か ら育成 した低アミロース系統で、2004年

に青森県で |お しまこ180」 に替わる認定品種 として採

用された。本報では、品種育成の過程で明らかになっ

た |ゆ きのはなJの主要特 1■ について述べる。

2形 態 的 特 性

系 統 名 及 び  移 植 時   lL tt   ■ll 葉 身 亡 肉、先 穎 脱 ll

品 種 名   苗 丈 葉 色 ri立  細 太  剛 柔  葉 色  多 少 長 短  色   色  粒 性  着

ゆ き の は な  中  中  立 や や 太 や や 岡1や や 淡 極 少 短 黄 自 黄 自 難 や や 密

お し ま こ 180中  中 や や 垂  中 中  や や 淡 稀 極 短 責 自 黄 自 難 や や 密

か け は し  中  中  立  中  や や 岡1 中  稀  極 短 黄 白 黄 自 難 や や 密

表 2 生育調査、収量調査及び品質調査成績 (移 植区、2000～ 2004年 )

系 統 名   出穂 成熟  梓  穂  穂  倒伏  全  精玄  Fl左 j7米  玄米  玄米  自米 船

及 び 期  lll  辰  長  数  程度  重  米重  比較  重 千粒重 品質 アミロス 蛋自

品 種 名  (月 日)(月 日)(cln)(cm)(本 /r)①～,(kg/a)(kg/a)(%)(kg/a)(0     含量 合量

ゆきのはな  8 1 915 77 168 465 06 1473 634  98  19 242  43 131 64
か 0す はし    7 31  9 12  75  15 9 473  0 0  154 8  64 9  (100)  3 2  23 9   4 8  20 9  6 7
お しまこ180 728 910 71 173 448 18 1899 616  95  27 244  60 130 65

注 アミロス含量は、プランルヘ
.社

オートアナライサ
・ Ⅱ型、蛋自含量は近赤外分析計により調査。
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い。Ё,米 のアミロース含量は131%で通常のうるち品種

の50～ 70%程 度である (表 2)。 ただ し、アミロース含

量は登熟気温により異な り、「かけはし」に比べるとア

ミロース含量の変動幅が大きい (図 1)。 炊飯米は粘 り

が特にす ぐれ、加水量を 10～ 15%li度 減じて炊飯 した米

の食味は、「お しまこ180」 と同等で 「かけはじJに 優

る (表 6)。 また、冷蔵・冷凍後の米飯は明らかに「ゆ

めあか り」に優 り (表 7)、 冷凍・冷蔵形態等の加工利

用に適するものと考えられる。

5普 及 地 帯 及 び 栽 培 上 の 留 意 点

普及適応地帯は、寒冷地 1ヒ 部の冷涼地帯及び寒冷地

の山間・冷涼地帯である。採用県の青森県では、下北

地域を中心 とする冷涼地に普及の見込みである。

栽培上の留意点は、耐倒伏性は中であり、過度の多

肥条件は倒伏と品質低 ドを招 くので適 正な肥培管理を

行 う。障害型耐冷性は強いが、穂ばらみ期に低温が予

想される場合は、幼穂形成期以後深水にする等、適 切

な管理を行 う。いもち病抵抗性は極強であるが、この

抵抗性は 1遺伝子によるものであり、将来的に菌系の

変化によ り抵抗性が変動する可能性がある。薗系の変

化に留意するととに、万一発病が見 られた場合は適切

な防除を行う。

6命 名 の 由 来

炊きたてのご飯が自くきらきらと美 しい雪のように

輝 くことか ら命71し た。
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表4 いもち病抵抗性検定成績

系 統 名  真 性  葉いもち

及 び   lll抗 性 発病  判

品 種 名  遺伝子 程度

(01111 定

穂いもち

出穂 発病  判

期  程度

(月 日)(0-10) 定

24

22

20

18

16

14

12

;0

3

6

4

ゆきのはな

かけはし

お しまこ180

ヨネシロ

藤坂 5号

イナバワセ

′′″′メ 1 9 極 ]会

′′ノ  55 中

′ル  18 極強
′″  46や や強

P′ ′  60 11'
ノ″   75 弱

731 07 極強

8949 強

8 7 79や や弱

813 73や や弱
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中

判
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ア
ミ
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注 試験期間 :2000～ 2003年

表 5 穂発芽性検定成績

系統名及び  発芽指数
品種名 0-10)

ゆきのはな

お しまこ180

かけはし

やや難

やや 易

やや易

41
67
78

18      20      22      24      26      23

壼熱気温 (出穂120日 :℃ )

図 1 登熟気温とアミロース含量の関係

注 アミロース含量は1999～ 2003年 の育成地 (1和 円

市)及び育成現地 (む つ市、天間林村、八戸市)の
成績。登熟気温はアメダスデータから算 |||。

表 3 耐冷lt検定結果

表 6 食味試験成績

基準品種 総合 外観 香 り 味 粘 り 硬 さ

かけはし   045004-0 100 101 ‖ -070
お しまこ180 006005-005006017-018
注 数値は基準品種に対する「ゆきのはな」

3(不 良)～ 3(良 )(硬 さは 3(軟 らかい)

い))の 平均値。

表 7 冷凍・冷蔵米飯の食味試験成績

の成績。

～3(硬

系銃名及び

品種名 出穂期 不稔歩合 判

(月 日)  (%)   定

開花期

不稔歩合 判

ω   定

ゆきのはな  8 8  763  強  897 やや弱

かけはし    8  7   73 2   強   91 2  やや ]弱

お しまこ180 8 3  927  中   ―  ―

はまゆたか  8 7  584 極強  294 極強

ふ系 182号   8 9  505 極強  ―  ―

中母 36

キタオウ

注 試験期間 :穂ばらみ期は2000～ 2003年 、開花期は

平成 13～ 15年。処理方法 :穂 ばらみ期は日平均水温
198℃ に設定 し幼穂形成期か ら昼夜掛け流し処理

開花期は処理気温 180℃ で穂抽出日か ら16日 間処

理。

8 9  676  強   ―   ―

8 7  827  中   ―   ―

冷蔵米飯

ゆきのはな 2H 056 0H 122 2H 156
冷凍米飯

ゆきのはな 156 022 0‖  022 200 056
注 基準品種は「ゆめあか り」。 3(不 良)～ 3(良 )(硬

さは 3(軟 らかい)～ 3(硬 い))の 平均値。「ゆきの

はなJは、うるち品種より10%加 水量を減 じて炊飯 し

た。冷蔵米飯は、炊飯、放冷後4℃ で 19時 間冷蔵後、

試食前 11寺 間室温に静置し検定に供 した。冷凍米飯

は、炊飯、放冷後プラスチック容器に詰め 18℃ で4

5時間冷凍後、電子 レンジで加熱 し検定に供 した。

品種及び

系統名

総 外 呑 味

合  観  り

硬

さ

粘

り

I合ぶ寵」I「 :|
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